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―未来を担う子どもたちの教育環境の充実を目指して―

～松山地域小学校の統合に向けて～
松山地域の小学校統合に関する「第２回統合準備委員会」が，７月１７日（水）に松山公民館ホールを

会場として開催されました。始めに，報告事項として「総務部会・学校教育部会部会員選出状況」につい

て，事務局より説明があり，協議に入りました。

今回の準備委員会は，「統合校の校名」について議論され，活発な意見交換がなされました。続いて，

松山地域小学校の校章・校歌の紹介があり「校名が決定次第，検討に入る」ことが確認されました。

【報告事項】
〇総務部会・学校教育部会の部会員選出状況について

【協議事項】（事務局提案）
〇統合校の校名について「１ 既存の学校名から選定（松山小学校，

下伊場野小学校のいずれかを使用）」

「２ 校名募集のアンケートを実施し，その結果を参考に協議・決

定」について協議

〇松山地域小学校校章・校歌の比較

【いただいた主な質問と意見】
＜統合校の校名について＞

〇アンケートの実施については地域全体が学校統合に関わることになるため賛成ですが，アンケート用紙

に既存の校名を選択できるようにしてはどうか。今のままだと新しい校名を記載しなければならないと

捉える方がいると思います。

〇松山地域の皆さんが学校統合という問題を一つの課題として捉えてもらうためにもアンケートを実施す

ることは賛成です。また，なお書きでも良いので既存の学校名を選択できるようにしていただきたい。

〇既存の校名を選択できるようにしてアンケートを実施した方が理解を得られるのかと思います。また，

平等のスタンスで下伊場野に特化せずに大崎市の松山としての学校づくりを出来れば良いと思います。

〇＜委員長＞皆さんの意見を伺うと地域の考えが大切だと感じました。アンケートを実施するということ

でよろしいでしょうか。 出席委員→異議なし

＜松山地域小学校校章・校歌の比較について＞

〇松山小学校の校歌は時代を感じるものだと思いました。

〇新しい校名となった場合，校歌と校章の選定に時間がかかると思いました。

〇松山小学校を卒業した者としては教科書に出てくる土井晩翠が作詞したというのは当時から誇らしかっ

た。校名がどうなるかで変わると思いますが，下伊場野小学校になることは無いかと思います。大崎市

松山下伊場野地区ですので下伊場野小学校の校歌を丸々使用することは無いと思いますが，下伊場野の

ために作られた校歌ですので，かけ合わせたりするのも一つの案かと思います。また，新しい校名にな

ったらすごく時間がかかるというお話がありましたが，校章を変えると学校に飾っているものも全て変

えなければならないので，お金も時間もかかってしまうと思いました。

〇両校の校歌を聞かせていただきたい。

⇒校歌の協議をする際に準備させていただきたいと思います。
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松山地域小学校校章・校歌の比較

◆松山小学校校章 ◆下伊場野小学校校章

【大正３年制定】 定紋重剣菱 【平成3年10月23日制定】

◆松山小学校校歌

◆下伊場野小学校校歌
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